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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写伸長因子A（SII）様（TCEAL）遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーのメンバーは、プロモーターコンテキスト依存的に転写を調節する核リン酸化タンパク質として機能する可能性があります。コードされているタンパク質は転写伸長因子A/転写因子SIIに類似しており、ジンクフィンガー様モチーフと転写因子SIIポリメラーゼII結合領域に関連する配列が含まれています。DNAへの直接結合ではなく、他の転写調節因子とのタンパク質間相互作用を介して効果を発揮する可能性があります。複数のファミリーメンバーがX染色体上に位置しています。選択的スプライシングにより、単一のアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：転写調節に関与している可能性があります。プロモーターコンテキスト依存的に、さまざまなウイルスおよび細胞のプロモーターを調節します。例えば、FOSプロモーターからの転写は増加する一方で、ラウス肉腫ウイルス（RSV）長末端反復配列（LTR）プロモーター活性は抑制されます。DNAに直接結合することはありません。,PTM：Ser-36およびSer-37のリン酸化は転写抑制に重要です。,類似性：TFS-IIファミリーに属します。TFAサブファミリーに属します。,組織特異性：検査したすべての組織で発現します。心臓、卵巣、前立腺、骨格筋で高い発現を示します。脳、胎盤、精巣、小腸で中程度の発現を示します。肺、肝臓、脾臓で弱い発現を示します。いくつかの癌細胞株で発現します。,
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	COLO細胞ライセートのTCEAL1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TCEAL1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	TCEAL1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

